
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 5        1 2 

6 7 8 9 10 11 12  3 4 5 6 7 8 9 

13 14 15 16 17 18 19  10 11 12 13 14 15 16 

20 21 22 23 24 25 26  17 18 19 20 21 22 23 

27 28 29 30 31    24/31 25 26 27 28 29 30 

 

   

 長崎市立図書館の上半期予約本ランキング（2014 年 1 月 5 日～5 月 31 日）を発表します。今回は 1 位から 10

位まですべて小説がランクインしました。 

１位の『村上海賊の娘 上巻』は、本屋大賞を受賞したこともあり特に人気を集めました。この本の著者である

和田竜氏は、映画化もされた戦国時代の合戦物語『のぼうの城』（小学館）でデビューし、その後も時代小説を発

表しています。 

予約ランキングに入った本は、数ヶ月お待たせすることも珍しくありません。同じ著者の本を読んでみたり、

同じジャンルの本を読んでみたりしても楽しいのではないでしょうか。 

図書館ではたくさんの本があなたを待っています。ぜひ棚を眺めて、お気に入りの一冊を見つけてみて下さい。 

※毎週火曜日は休館日です。 

※開館時間 

 10:00～20:00 

8 位  『白ゆき姫殺人事件』湊 かなえ/著 集英社 

9 位  『首折り男のための協奏曲』伊坂 幸太郎/著 新潮社 

10 位  『女のいない男たち』村上 春樹/著 文藝春秋 

 

4 位 『怒り上』吉田 修一/著 中央公論新社 

5 位 『海賊と呼ばれた男 下』百田 尚樹/著 講談社  

6 位 『昭和の犬』姫野 カオルコ/著 幻冬舎 

7 位 『約束の海』山崎 豊子/著 新潮社 

 

 

『村上海賊の娘 

     上巻』 

和田 竜/著 

新潮社 

『ペテロの葬列』 

宮部 みゆき/著 

集英社 

『豆の上で眠る』 

湊 かなえ/著 

新潮社 

（ ）内の数字は予約累計件数です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市立図書館では、市民のみなさまの財産である資料を大切に利用していただくために、また図書館で

の利用マナーを守っていただくことを喚起するために「マナーアップキャンペーン」を毎年実施しています。 

期間中は、館内マナーに関する掲示や汚破損本の展示をはじめ、修理ボランティアの方々の様子をパネル

でご紹介しています。ご覧になった方々からは、「本にとって水気は大敵なのですね。雨の日は気をつけま

す。」「あまり意識はしていませんでしたが、ボランティアの方などの協力があったからこそ気持ちよく使え

るのですね。これからはもっと大事にします。」というお声をいただきました。 

また、「V・ファーレン長崎」のクラブマスコットである「ヴィヴィくん」や、「長崎がんばらんば国体・

大会」のキャラクターの「がんばくん」も駆けつけて、マナーアップの向上に力を貸してくれました。子ど

もたちも「本を大切にするよ」と約束してくれました。 

今年度は、より分かりやすくみなさまにお伝えできるよう内容を新たにしました。まだご覧になっていな

い方は、この機会にぜひ図書館へ足をお運びください。職員一同もすべての利用者の方々に気持ち良く図書

館をご利用いただけるよう努力を続けて参りますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

  

 

 

～ 6 月 18 日(水)から 7月 14 日(月)まで ～ 

・図書館ではお静かに 

・席取りはできません 

・飲食禁止です 

・汚損・破損があった場合は、 

図書館にお伝えください 

。 

～図書館からのお願い～ 

図書館スタッフによる修理の様子を見学できます。

7月 5日(土)にもクロスロードで実施予定です。 



夏は氷が恋しい季節ですが、寒い氷の世界のお話『こおりのなみだ』を紹介します。むかし、人間と

動物が大地でともに暮らしていたころ、シロクマの子どもたちは、母グマに愛情深く育てられていまし

た。そんななか 1 匹の子グマがワタリガラスにさらわれ、その子グマは、さらに、子どもを待ち望んで

いた狩人夫婦に拾われ「人間の子」として深く愛されて育ちます。そして 7 年後、実の親子が再会しま

す。子どもは実の親か、育ての親かの究極の選択を迫られ、出した答えは…。クマ、人間の境なく、親

子が互いを思いあう気持ちの深さを考えさせてくれます。北国の美しくも厳しい情景描写、親子の愛情

の尊さに心を打たれる絵本です。 

次に紹介するのは、報道カメラマンから動物カメラマンに転身した著者が、20 年間の取材を通して目

撃した地球温暖化による異変を訴えている『流氷の伝言』です。外敵に襲われる心配のない流氷の上で

出産するタテゴトアザラシ。その流氷が地球温暖化で解け、多くのアザラシの赤ちゃんの命を奪ってい

るのです。流氷が解けるのは、アザラシだけではなく人間にも危機が迫っているという信号でもありま

す。地球を守るために私たちがどう考えて行動すればいいのかということが語られています。ふりがな

付きですので、ぜひご家族で読んでみてください。                (司書 尾下 昭子) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ブック・バトン
2 人の図書館員が、テーマに沿っておすすめの本を紹介！ 

 夏に大活躍する氷。私たちの身近にあるけれど、謎に満ちた物体です。今回ご紹介する『ひんやり氷の

本』は、氷がただの水の塊ではないことを教えてくれます。地球や宇宙に存在する氷のはなし、美味しい

かき氷のレシピ、ウィスキーボールのつくり方、天然氷をつくり続ける人についてなど、氷には多面的で

奥深い世界が広がっています。この本を読むまでは“かき氷”＝“氷菓子のひとつ”としか思っていませ

んでしたが、「世界でいちばんはかない化石」という一文を読んで、目の前で指をパチンと鳴らされたよ

うな気分になりました。 

 そのかき氷をビジネスとして成り立たせている人もいます。『なぜ、真冬のかき氷屋に行列ができるの

か？』では、神奈川県の湘南にあるかき氷専門店・埜
の

庵
あん

が軌道に乗るまでを、成功談・失敗談を交えなが

ら紹介しています。埜庵は 1 杯 800 円のかき氷を 1 年中提供し、冬でも行列ができるほどの人気店。本

を読んでいて、どうしてもかき氷が食べたくなったら、『お家でいただく、ごちそうかき氷』という埜庵

のレシピ集もありますので、ご自宅でも試してみてはいかがでしょうか。     (司書 西岡 由乃) 

『お家でいただく、 

ごちそうかき氷』 

石附 浩太郎/著 

メディアファクトリー 

K596.6 イ 

『なぜ、真冬のかき氷屋に

行列ができるのか？』 

川上 徹也/著 

石附 浩太郎/著 

日本実業出版社 

J673.9 カ 

 

日本実業出版社 

 

『ひんやり氷の本』 

前野 紀一/監修 

池田書店 

2 階一般 451.6 ヒ 

 

今月のテーマ 

『こおりのなみだ』 

ジャッキー モリス/さく 

小林 晶子/やく 

岩崎書店 

外国絵本 E モ 

『流氷の伝言』 

小原 玲/著 

教育出版 

児童 451 オ 

http://honto.jp/lb.html?prdid=25268917&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=03082562&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=25610546&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=03407594&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=25630204&srt=1


 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 タイトル 著者名 出版社 予約数 順位 タイトル 著者名 出版社 予約数

1 村上海賊の娘（上） 和田　竜 新潮社 374 6 ホテルローヤル 桜木　紫乃 集英社 197

2 祈りの幕が下りる時 東野　圭吾 講談社 320 7 疾風ロンド 東野　圭吾 実業之日本社 194

3 ペテロの葬列 宮部　みゆき 集英社 270 8 女のいない男たち 村上　春樹 文藝春秋 161

4 虚ろな十字架 東野　圭吾 光文社 246 9 永遠の０（文庫） 百田　尚樹 講談社 142

5 豆の上で眠る 湊　かなえ 新潮社 211 10 怒り（上） 吉田　修一 中央公論新社 133
 

 

・登録された日以降の誕生日から 3 年 2 ヶ月後に期限が切れます。期限が切れた貸出券も、 

更新手続きをすれば引き続きご利用いただけます。 

・有効期限の 6 ヶ月前から、貸出時に発行するレシートに有効期限を記載いたします。 

また、有効期限の 2 ヶ月前から、カウンターで更新のご案内をいたします。 

・更新手続きは誕生日から有効期限までの 2 ヶ月間に行ってください。 

・更新手続きには申請書の記入と、住所・生年月日が確認できるもの（免許証や保険証など）の提示を 

お願いいたします。（小学生以下の方は申請書の記入のみ） 

・旧貸出券も新しい図書貸出券への切り替えを行ってください。 

・有効期限が切れた図書貸出券は利用停止となり、貸出・予約ができなくなりますのでご注意下さい。 

※ 予約が集中している本は数ヶ月お待たせすることがあります。予めご了承下さい。 

 

 

長崎南ロータリークラブ創立 25 周年記念事業として、豊かで

明るい人づくり、社会づくりに貢献したいという趣旨のもと、

平成元年に 523 冊（180 万円相当）の図書で文庫を創設されま

した。 

その後も引き続き寄贈していただき、今年も 65 冊（10 万円

相当）の図書をご寄贈いただきました。これまでにいただいた

図書は 3,411 冊になります。 

『紙のむすめ』 ナタリー･ベルハッセン/文 ナオミ･シャピラ/絵 

 もたい なつう/訳   

光村教育図書 外国絵本 E シ 

 白い紙でできた小さな家に、白い紙からうまれたむすめが住んでいた。風に

乗って飛んできた大きな紙をつかって、むすめは気球や船、レース飾りのドレ

スなど、様々なものを切りぬくが…。美しい切り絵えほん。  


